
第２７回 本巣市 算数・数学甲子園２０ ２ ４ 解答例

小学生問題

1
(各５点)

□⇒ ４， ○⇒ ９

１,２,５,７は同じなので、

３×４×６×８×９＝□×□×□×○×○

６＝２×３，８＝２×４なので、

３×４×２×３×２×４×９＝□×□×□×○×○

２×２＝４，３×３＝９なので、４×４×４×９×９

２
(１０点)

４
(１０点)

(２)(１)

わり算は、９÷３と６÷３しかないので、

そこからさがします。㎝１０２.８

この部分４つでひとつの円になるので、直径１０㎝の円が２つと 1 辺１０㎝の正方形が

ひとつです。

１０×３.１４×２＋１０×４＝１０２.８

５

３
(１０点)

３５０ 円
ポテトの売値は、２９０×１.１＝３１９

ハンバーガーの売値は、６９７－３１９＝３７８

ハンバーガーの定価は、３７８÷１.０８＝３５０

㎝２５
右の図のように、左右の正方形の１辺と真ん中の

正方形の１辺をたすと５６㎝になります。

真ん中の正方形の３辺の長さは、５６＋５＋１４

＝７５になるので、７５÷３＝２５

(１) ８

７
(１０点)

㎝２０
正方形をひし形と考えると、ＢＤ×ＡＣ÷２＝５０

ＢＤとＡＣは同じ長さなので、ＢＤは１０㎝です。

右の図のように考えると、長方形ＰＱＲＳの周の長

さの半分と対角線の長さが同じであるとわかりま

す。長方形の周の長さは、１０×２＝２０

(２) ６４

１回目で奇数がなくなり、偶数が残ります。

２回目で２,６,１０がなくなり、４の倍数が残ります。

３回目で４,１２がなくなり、８の倍数が残ります。

順に、１６の倍数、３２の倍数、６４の倍数と残ってい

きます。

(各５点) ６

小・中共通問題

①②③の順に見つけます。

(１０点)



中学生問題

９
(１０点)

日目２００

８
(１０点)

ヒトデ５ひき、タコ５ひき、イカ３ひき

足の合計が９５本で５の倍数なので、８の倍数のタコから考えます。５と８の公倍数で９５以下

は４０と８０。タコが１０匹だとするとヒトデとイカが１匹ずつになるので、タコは５匹。

ヒトデとイカが合計８匹で、足が５５本になるのは、ヒトデ５匹、イカ３匹。

(１０点)

硬貨の枚数が急に減るのは５００円玉になるときなので、４９５円⇒５００円を考えると、

４９５円は『１００円×４＋５０円×１＋１０円×４＋５円×１』の１０枚。

９９５円⇒１０００円ならば、１１枚が２枚になります。１０００÷５＝２００で２００日。

10 分後１０

お湯がわき出る量とポンプ１台がくみ出す量を比べると、２０分で『3×40ー5×20＝20』の違いなので、

同じ量であることがわかります。ポンプ１台少なくなると考えて、浴槽の容積はポンプ２台が４０分でく

み出す量です。ポンプ９台の場合は８台と同じなので、『2×40÷8＝10』で１０分で空になります。

(１０点)

11 ２５４３６，３２４６５，３６４２５

(１０点)

12 ８
1|1,2|1,2,3|1,2,3,4|1,2,3,4,5|…と区切ると、数がひとつずつ増

えています。この時の『5』は、『１＋２＋３＋４＋５＝15』の 15 番目とわ

かります。1 から順にたして 2024 に近い数を探すと、1 から 63 まで

の和が 2016 なので、2024 番目は８になります。

２５４３６，３２４６５，３６４２５

(１０点)

13 １３５°

右の図のように三角形を組み合わせると、

アとイの和は、１８０°－４５°＝１３５°

(１０点)

14

(１０点)

15 ５２通り
どんな場合があるか考えます。

５つとも同じ場合と５つとも違う場合は、それぞれ１通り。

４つが同じで１つだけ違う場合は、５通り。

３つが同じで残りの２つが同じ場合は、１０通り。

３つが同じで残りの２つが違う場合は、１０通り。

２つが同じで残りの３つがすべて違う場合は、１０通り

２つが同じで残りの３つのうち２つが同じ場合は、１５通り。

合わせて、１＋１＋５＋１０＋１０＋１０＋１５＝５２

６７.５°
立体を点Ｐ,Ｇ,Ｅを通るように切

断すると、右の図のように直角二等

辺三角形と長方形になります。

すると△ＣＰＧは二等辺三角形になるので、

∠ＣＧＰ＝２２.５°

したがって、∠ＰＧＥ＝９０°ー２２.５＝６７.５°


